
打 打 打

事務連絡

平成24年2月13日

OBR選手各位 場所：白鷺公園グラウンド

11：00～１2：30

第１3７回大会　Ｂリーグ

準々決勝
標題について下記の通り、お知らせします。

記

平成２４年２月１２日(日）対 Ｉ・Cとの試合は次の通りです。

1 2 3 4 5 計
I・C 2 0 3 0 0 5

ＯＢＲ 0 0 0 0 0 0

打 守 打席 打数 得点 安打 打点 二塁 三塁 本塁 三振 四死球 犠打 盗塁 失策
1 8 西 3 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
2 6→１ 水本貴 3 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
3 9→7 レイノルド 3 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
4 7→5 高垣 2 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2
5 5→1→6 水本廣 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
6 1 加賀 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 2 杉田一 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
8 4 島村 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
9 1→9 野崎 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

控 杉田善
計　 21 18 0 1 0 0 0 0 5 3 0 0 6

投手 回数 安打 三振 四死球 暴投 自責点

野崎 2 2 0 1 1 1
水本廣 2/3 2 0 4 0 2
水本貴 2 1/3 0 1 1 0 0

　　打てない！守れない！勝てるはずがない！！

※ 選手の皆様へ、 毎試合前日には、監督、コーチ陣が集まって作戦会議を行っております。

当日参加される選手は、故障等で体調が思わしくない場合は前々日までには連絡くださるようお願いします。

ＯＢＲ野球部監督　　杉田善久

準々決勝。１回戦、２回戦と堅守で勝ち上がってきたＯＢＲでしたが、初回から守備が崩壊・・・。２エラーで２失点。

大幅な守備位置の変更が裏目に出てしまいます。やはりサード上岡選手、セカンド岩本選手が抜けた穴は大き

かったのか！？これには本日初登板初先発の野崎選手はどうすることもできません。

３回からは水本廣選手が登板。ここでも守備で２エラー・・・。打ち取っているにもかかわらず、守備の乱れから投

手のリズムが崩れ、３失点。前回大会優勝チーム平野ライセンスをシャットアウトでねじ伏せたピッチングが影をひ

そめてしまいました。

その後、水本貴選手に継投し、無失点に抑えますが、試合を通して記録したエラーは全部で６つ。１回戦、２回戦と

は全く別のチームになってしまったようでした。

打っても、相手投手に三振５つ、１安打に抑え込まれ、手も足も出ません。

結果は５対０の完敗。打てない！守れない！負けるべくして負けてしまいました・・・。

残念な結果に終わってしまいましたが、チームは敗れた試合を振り返り、すでに次戦に目を向けています。試合

後、さっそく練習に打ち込む選手の姿。次の試合ではミスがないようにと課題意識を持って取り組んでいます。この

ような試合を二度と繰り返してはならないことを選手一人ひとりが感じられた苦い試合になりました。
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